
児童・生徒の一人一台端末を活用した相談体制の充実

本市では、令和４年９月より、いじめ防止相談ツール「マモ
レポ」を導入しています。
児童・生徒（小学４年生以上）が、いじめをはじめとする

様々な困りごとを、学習用一人一台端末を使って学校へ相談す
ることができます。
相談すること自体へのハードルを下げるため匿名で相談でき

る設定にしていますが、命の危険が考えられるような場合は、
業者へ依頼すれば相談者を特定することも可能です。

●令和５年５月までに150件もの相談が寄せられ、
相談ツールとして、児童生徒にとって使いやす
いものになっていることがわかります。

●匿名で相談できるので、相談することに対して
の不安な気持ちを軽減できています。

●子どもたちのSOSに対する教職員の早期対応に
つながっています。

●「SOSを出してもいい」という、子どもたちの
安心感にもつながっています。


